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する慣れとＲＰＥ，脈拍数の関係，最大酸素摂
取量の面から考察してゑよう。
まず本研究での登山中のＲＰＥと脈拍数の相
関は，第１日目0.63，第２日目0.81の結果が得
られた。
先頭のリーダーは女性であるが，その脈拍数
は最高96beats/ｍｉｎであった。これは島岡らの
心拍数が最高160beats/ｍｉｎにくらべかなり低
い運動強度の登山であったと思われる。（11）
また登山経験の有無によるピッチごとの，
RPE，脈拍数の変化については，先頭のリーダ
ーが，一定のペースで楽に登っているのに比べ
登山に慣れていない被検者の方は，脈拍数は高
く，しだいにつらく感じている。この違いは，
登山における被検者の登山に対する!慣れによる
ものと思われるが，さらにパーティ内の被検者
の位置の違いもその要因と考えられる。
最後に,登山は持久的な運動と言われるが,一
般的に全身持久性を示すよい指標とされている
単位体重当りの最大酸素摂取量からこの点を考
察すると，先頭のリーダーである被検者ＳＳの
36.1ｍl/彫･ｍｉｎより，登山慣れていない被検
者ＡＩの38.3ｍl/彫･ｍｉｎの方が大きい。しかし
実際の実験登山では，被検者ＡＩは脈拍数，
RPEともに被検者ＳＳより高く，つらく感じて
登山を行なっていた。この違いも登山に対する
慣れの差と思われる｡
今後，登山における歩行の至適スピード，あ
るいは歩幅からふた，いわゆる効率のよい登山
の検討が必要であろう。（８，９）更に，夏山
登山における女性の運動強度について，より正
確で信頼性の高い結果を得るため，ハートコー
ダーを用いたり，多くの被検者を対象にするこ
とが望まれる。
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